




















要約:小児を診療している医師たちが“子供の心身症”へどのように対応しているかを知

るために,東京都に存在する大学,病院,医院で小児を診療している医師 679 名にアンケー

ト調査を行った。有効回答数は 279(41.1%)であり,次のような結果を得た。

心身症外来があるという回答は全体で 33(11.8%)と低く,心身症外来に代わる診療をして

いるという回答も 93(33.3%)に過ぎなかった。そして,両者を併せても,126(45.1%)であり

過半数には達していない。また,それらの外来で診ている疾患は喘息,胃潰瘍,過敏性腸症

候群など狭義の心身症から,心因性の腹痛,頭痛,などの心因反応と考えられるもの,非行・

虐待などの問題行動,その他,人格障害・脱毛など広い分野にまたがっていた。一方それら

広範囲におよぶ諸問題に対応しなくてはならない医師への教育状況についても質問したと

ころ,心身症の講義を受けたと答えたものは 116名(41.6%)であった。講義を受けた場所は

実地研修が 58 名(50%)と最も多く,医学部の 51 名(44%)がこれに続いている。さらに心理

療法の習得については,独学が 57 名(49.1%)とほぼ過半数を占め,医学部 21 名(18.1%)をは

るかにしのいでいた。すなわち小児の心身症にどう対応するかという点で,医学部の教育

体制は非常に不備であり,早急に対策を考える必要がある。このような状況の中で,目の前

の患児を救わねばならない臨床医たちは,独学や研修会・セミナーなどに出席して教育体

制の不備を補いながら心身症診療を行っているという実態も明らかとなった。


